
278 INTERNET magazine 1998/11

i n t e r v i e w

米国サン・マイクロシステムズ共同創立者・副社長

すべてのデバイスをネットワークにつなぐ技術「Jini」を語る。
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ようになりました。こうしたことは何年も

皆さんが夢に描いていたことだと思います。

当社の考えではネットワークサービスや

ネットワークデバイスの市場は既存の市場

よりも大きく、あらゆる業界に影響をあた

えているのです。たとえばベンツには50個

「インターネットにすべてのデバイスがつながる」という夢を実現するのがJavaとJiniで

ある。JavaとJiniの技術を導入することで、ワークステーションやパーソナルコンピュー

ター以外のデバイスもネットワークに簡単につなぐことができ、しかも分散コンピューティ

ングのパワーを与えることができる。

JavaとJiniの開発責任者であり、米国サン・マイクロシステムズの共同創立者でもある

ビル・ジョイ氏はプレスに対し、そのバックグラウンドとビジョンを語った（1998年9月9日

パークハイアット東京にて）。 Photo: Nakamura Tohru

現在のコンピュータ環境の
隘路

この40年間のコンピュータは、CPU、デ

ィスク、そしてディスク指向のオペレーテ

ィングシステムによって構成されてきまし

た。そしてこうしたコンピュータで動くプ

ログラムはC言語やC++言語という「低水

準」の言語によって開発されてきました。

技術は進歩しているのに、古いプログラム

言語でソフトウェアを開発しているという

ことは驚きです。その結果、ソフトウェア

はとても脆弱になっているのです。

そしてソフトウェアはとても巨大になって

しまいました。1000万行のコードでできてい

るUNIXオペレーティングシステムは30年間

かかって開発してきました。ウィンドウズNT5

では3000万行とも6000万行ともいわれる

コードでできています。こんなに巨大なプロ

グラムをどうやってデバッグしろというので

しょう。そして、やはり数千万行のコードがあ

る米国の国防システムのスターウォーズ構想

には多くの防衛予算が投入されたのです。

巨大なネットワークデバイスと
ネットワークサービス市場

当社が設立された20年前にいくつかのこ

とが同時に起こりました。1つはマイクロプ

ロセッサーが誕生したこと、そして1枚のマ

ザーボードでコンピュータが作れるようにな

ったこと、そして安価なディスク装置が作

れるようになったことです。現在では多く

のコンピュータがマイクロプロセッサーを使

って作られていますが、もっとも多く作ら

れているのはパーソナルコンピュータでしょ

う。しかし、これらは家電製品と比較する

とソフトウェアの品質の問題があります。

そして20年間、一貫したコンピュータが

作られ、さらに今日ではネットワークが利

用されています。そしていま3つの変化が起

きています。①ネットワーク（デバイスやサ

ービス）、②システム・オン・チップ、③オブ

ジェクトやエージェントが使えるようになっ

たことです。ネットワークサービスにはワイ

ヤーベースのネットワークだけではなく、ワ

イヤレスネットワークもあります。ネットワ

ークデバイスにはパーソナルコミュニケーシ

ョンツールや携帯電話があります。

おそらくワイヤーベースでもっとも多く

使われるネットワークは電源ベースのもの

でしょう。家電製品を買ってコンセントに

させば、ネットワークが家庭内ですぐに使

えるというのはすばらしい時代になったも

のです。おそらく多くの場合は、ただ適切

な「パーツ」であるソフトウェアを送り込

めばよくなるのです。つまり、家電製品も

ネットワーク化されるわけです。

こうしたことを考えるプロジェクトは何

年も前からありましたが、Javaが登場して

シンプルにソフトウェアが提供できるよう

になりました。つまり分散コンピューティ

ングの世界で実際にこうしたデバイスのネ

ットワークを作ってサービスを提供できる

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



280 INTERNET magazine 1998/11

以上のマイクロプロセッサーが入っていま

す。世界では毎年約5000万台の車が作ら

れていますが、車には1台あたり20個のマ

イクロプロセッサーが搭載されているとす

ると、10億個の組み込み式のマイクロプロ

セッサーが毎年生まれるのです。家庭内で

もマイクロプロセッサーは100個くらいは家

電製品に組み込まれていると思います。こ

のような中でデバイスやファシリティが使え

るるようになるオブジェクトを「サービス」

と呼んでいます。これをいかに導入するか

だけではなく、何ができるかということに

焦点を絞っています。ネットワークのサー

ビスに焦点を絞ってどのように稼動させよ

うかと考えてきました。

進化してきた40年間の
コンピュータアーキテクチャ

この40年間にわたって、どのようなアー

キテクチャに取り組んできたかを振り返っ

てみましょう。60年代のコンピュータの中

心となったのはディスクとドライバです。こ

の時代にもっとも大切なアプリケーション

は大型のシステムではデータベースでしょ

う。PCですとワープロ、表計算です。

80年代の終わりはディスクではなく、ネ

ットワークに焦点が向いてきました。そし

てデバイスドライバーを心配する代わりに

ネットワーキングをどうするかということに

なってきました。スリーコム社やシスコ社

といった企業がデバイスを作ってTCP/IP

で相互接続を始めたわけです。もっとも大

切なのはデータベース、ワープロ、表計算

のソフトウェアではなく、プロトコルが重要

になりました。歴史的にはTELNETやFTP

というプロトコルがありますが、いま重要

なプロトコルはHTTPとSMTPです。多く

の方はメールとウェブを使い、もっとも大

切なアプリケーションはワープロとか表計

算ではなくなってきたのです。

21世紀に向けたネットワークの考え方は

もっと高水準になるというわけです。ネッ

トワークはパケットではなくオブジェクトと

エージェントの上に作っていくのです。な

ぜこうするかというと、ネットワークが簡単

※Jiniの技術解説は本誌324ページの

「インターネット最新テクノロジー」を併せて

お読みください。
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でパワフルになるからなのです。ネットワーク

がオブジェクトとエージェントで出来上がれ

ば、メーカーがデバイスを作って、オブジェク

トとエージェントを入れ、サービスプロバ

イダーがネットワークの中でオブジェクトと

エージェントとしてのサービスを提供しま

す。エージェントはすばやくフレキシブルに

いろいろなことができます。コンフィギュレ

ーションやインストレーションを何度もす

る必要はありません。新しいサービスもダ

イナミックにできます。ちょうどディスクオ

ペレーティングシステムがディスクのBIOS

だったのに対し、TCP/IPのBIOSになるの

がJavaとJiniなのです。Javaバーチャルマ

シンとJava RMIがベースになる技術によっ

て世界中でこうしたオブジェクトやエージ

ェントが導入できることになるのです。

TCP/IPをサポートするデバイスにはこの技

術を入れることが必要だと思います。オブジ

ェクト、エージェント、サービスがこのような形

で実装される世界を見れば、ソフトウェアで

も新しい世代のものが必要になります。つま

り、オブジェクトやエージェントのコーディネー

ションが必要になります。だからこそ第五世

代型のテクノロジーが必要になるわけです。

というのも、前もってどういった種類の

オブジェクトや機能が提供できるようにな

るのかはわかりません。また、解決したい

問題は高水準に表現したいわけです。こう

した機能はプロローグ型のアプローチが必

要になります。

柔軟性を持たせるためには目標の記述、

つまりやり方「HOW」の表現ではなくな

り「HOW」の部分は何かの表現をもとに

技術がやる必要があります。

JavaやJiniは分散オブジェクトのアーキ

テクチャで、それも21世紀向けのネットワ

ークに向けた私たちの提案です。私たちは

システムをシンプルにしようとしています。

シンプルなものこそ信頼性が高いと信じて

いるからです。そしてもっとパワフルである

と考えています。非常にシンプルなメカニ

ズムを少量使って、すべてが理解しやすい

ものとなっています。難しいプログラミン

グは必要ありません。難しいものは適切な

部品さえ集めれば非常に簡単になります。

B i l l  J o y

原理や原則はすべてオブジェクトでありま

す。デバイス、サービス、ビジネスプロセ

スもオブジェクトとして表現できます。そ

して、すべてのコンピューティングシステム

に適用していきます。

デバイスごとに選択できる
適切なプロセッサーとOS

JavaとJiniの環境はハードウェアやオペ

レーティングシステムからの独立性があり

ます。オペレーティングシステムやマイクロ

プロセッサーはさまざまな種類のものです。

そして、すべての共通項になるのはネット

ワークです。

Javaバーチャルマシンがあるのでオペレ

ーティングシステムが何であるかは関係あ

りません。もちろんマイクロプロセッサーが

何であるかも関係ありません。各々のデバ

イスは最適なオペレーティングシステムや

マイクロプロセッサーを選択できるのです。

また、Jiniのソフトウェアはある特定の

ネットワークアーキテクチャに依存してい

ません。ワイヤレスのネットワークでも可能

ですし、IEEE1394でも可能です。また、

自由にネットワークでつなげます。事前の

プランニングは必要ありません。もちろん、

ネットワークからの切断も自由にできます。

家電製品をネットワークで
コントロール

生活の中でJiniがどのように使われるか

を考えてみましょう。まず家に帰ってテレ

ビをつけよう思ったら、テレビの部屋に行

くのではなく、冷蔵庫に向かって「テレビ

というのを見つけて」とJiniに頼めばいいの

です。そうすればテレビのオブジェクトを見

つけてきて、コントロールの画面を表示す

るのでスイッチをオンにすればいいのです。

特別なプログラムを書く必要はないのです。

つまりテレビが冷蔵庫に対してユーザーイ

ンターフェイスを提供しているわけです。基

本的にはリモートコントロールですから、ス

イッチオンというコマンドを選べばいいので

す。決してキーボードを取り出す必要もあ

りませんし、インストールをする必要もあ

りません。そんなことをしていたら、家中

が変なことになってしまいます。

そしてもちろんデバイスだけではなく、ソ

フトウェアのサービスもあります。会計士

や保険会社がプログラムを送ってくること

もあるでしょう。

それからなにかバックアップすることを考

えたときは、ディスクスペースとオブジェク

トをサービスプロバイダーから買えばいいの

です。

ビル・ジョイ Bill Joy

米国サン・マイクロシステムズ社の共同創立者・リサーチ担当副社長

一貫してオープンシステムのアーキテクチャを研究し、ハードウェアアーキテクチャに

依存しないプログラミング言語であるJava言語を設計した。また、1970年代には

カリフォルニア大学バークレイ校において、インターネットのベースとなるネットワー

ク技術を生み出したUNIXオペレーティングシステムの主要開発メンバーでもあった。
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